
コンクリート構造物断面修復用モルタル（耐硫酸タイプ）

■ 特　長

・ 作業性
　　オールプレミックスタイプ(１材)のため、現場では水と混ぜるだけです。

・ 施工性
　　コテ塗り作業性に優れ、壁面に一日で塗り厚20ｍｍの施工が可能です。 また、吹付けによる施工も可能です。

・ 耐硫酸性
　　硫酸腐食に対する抵抗性が高く、下水道施設などの硫酸腐食が懸念される箇所の補修に最適です。

■ 性能試験結果例

■ 主な用途

・ 下水道施設などの硫酸腐食により劣化したコンクリート構造物の断面修復。

※ 本試験結果は弊社試験室（20℃±2℃）において測定した試験結果の代表的数値です。

試験項目 規格値 試験方法

単位容積質量 (kg/ℓ)

圧縮強度 (N/mm2)

接着強さ (N/mm2)

長さ変化率 (%)

耐硫酸性

試験結果

曲げ強度 （N/mm2） 

2.15

7.7

10.9

34.0

64.6

2.5

－0.06

+5.6

2.7

重量変化率（％）

硫酸浸透深さ（mm）

̶

3.0以上

7.0以上

25.0以上

45.0以上

1.5以上

－0.1以上

±10.0

3.0以下

JIS A 1171

材齢3日

材齢28日

材齢3日

材齢28日

材齢28日

5％硫酸
28日浸漬後

U-アシテクトAPは下水道施設などの補修に適した耐硫酸性のある断面修復用ポリマーセメントモルタルです。
防食被覆層の下地コンクリートの補修に最適です。

配　合 U-アシテクトAP

1袋あたり

1㎥あたり 1852kg 100m21000ℓ

練上がり量※１

約304kg

水※１

■ 標準配合、荷姿等

使用期限 ： 製造日より4ヶ月
※1 ： 水量及び練上がり量は、練り混ぜ方法、季節（気温、水温等）により変動します。
※2 ： 実際の施工では、施工方法に応じた適切なロス率10～20%を考慮して、必要量を計算してください。

標準施工量
（10mm厚ロスなし※2）

1.35m2約4.1kg 13.5ℓ25kg

25kg袋

U-アシテクトAP
◆ 日本下水道事業団「下水道コンクリート構造物の腐食抑制及び防食技術マニュアル」の
 断面修復用モルタルの品質規格 適合

U-アシテクトは宇部興産建材㈱の登録商標です

「下水道コンクリート
構造物の腐食抑制
及び防食技術マニュ
アル」の断面修復用
モルタルの品質規格



1. 下地処理 2. 混　練 3. 塗付け 4. 養  生

■ 施工方法 施工前に、必ず施工要領書及びSDSをお読みください。

コンクリート構造物断面修復用モルタル（耐硫酸タイプ）U-アシテクトAP
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◆ 本カタログの記載内容は、予告無しに仕様や記載事項を変更する場合がありますので、予めご了承願います。
◆ 本カタログ記載の性能、物性等の諸データ値は、弊社実験による測定値であり、その数値、性能を保証するものではありません。 
◆ 製品の性能は、環境条件や使用方法等により本カタログ記載内容と異なることがあります。事前に使用目的に応じた施工テストを行い、製品の適合性と安全性を確認してください。

リニューアル営業部
〒105-0023 東京都港区芝浦1丁目2番3号シーバンスS館10階
TEL(03)5419－6209  FAX (03) 5419－6269
https://www2.mu-cc.com/ubekenzai/

•脆弱部除去

・劣化した脆弱部分等をはつり
取り、健全なコンクリート面を
露出させてください。
施工面は、圧縮エア、高圧洗浄
水等で清掃してください。

・欠損が大きい場合は、アン
カー、メッシュの取り付け等はく
落防止対策を行ってください。

・鉄筋が錆びている場合は、ケレン
等により錆を落とし、「U-ペー
ストⅡ」を使用して防錆処理を
行ってください。

・下地コンクリート面が乾燥し、
吸水が著しい場合は、「U-プラ
イマーHD」の３倍希釈液を
刷毛等で塗布してください。

・降雨、通風、結露、凍結、急激な
乾燥に注意し、換気、シート
掛け等の適切な養生を行って
ください。

・養生期間中は、振動や衝撃等
を与えないように注意してくだ
さい。

•防錆処理

•吸水調整処理

•ハンドミキサー練り •養　生

・撹拌羽根は、カゴ型タイプとし
てください。但し、アルミ製は
使用しないでください。

・練り混ぜ容器に所定の上水を
計量してください。

・ハンドミキサーを回転させな
がら、「U-アシテクトAP」を徐々
に投入し、所定量全量投入後、
３分間均一に練り混ぜてくだ
さい。

※モルタルの温度は5℃～３５℃
の範囲となるように調整して
ください。モルタルを加温・冷却
することは絶対にしないでくだ
さい。

・ミキサーの混練容量に応じた
所定量の材料をミキサーに投
入し、材料をほぐすため30秒
程度空練りを行ってください。

・計量した上水を投入し、1分間
混練した後、ミキサー内壁や
羽根に付着したモルタルを掻き
落とし、さらに2分間混練して
ください。

・下地との密着性を確保するため、
最初はドカ付けせず、5mm程度
の下ごすりを行い、その後所定
の厚さに仕上げてください。

・２回以上の塗り重ねで所定の
厚さに仕上げる場合は、下地の
硬化具合を確認して行ってくだ
さい。

・モルタルを圧送する前に必ず
セメントペースト（ノロ）をポンプ
および圧送ホース内に通して
おいてください。

・施工部位、施工厚み等に応じ
適切な吹付けノズルを選定し、
圧縮エアとスクイズポンプを
用いて吹付けます。

・一層目は5mm程度の粗吹きを
行い、その後 所定の厚さに吹付
けてください。

・最終層の吹付けは10mm程度
で吹付け、コテ仕上げを行って
ください。

•吹付け工法

•左官工法

•モルタルミキサー練り

本カタログ記載内容についての注意事項

使用上の留意事項

※詳細につきましては、各製品のSDS( 安全データシート) を必ずお読みください。

◆ 取扱い時の注意事項

使用前に、施工要領書等の取扱い説明書を必ずお読みください。

◆ 廃棄上の注意事項

※詳細につきましては、各製品の施工要領書および技術資料を必ずお読みください。

◆ 保管上の留意事項

保管は、パレット積み等により、地面、床面から１０cm以上の隙間を確保し、雨露の
掛からない、湿気の少ない場所で保管してください。
プライマー、エマルジョン等の水系材料は、低温時に凍結しないよう注意願います。

◆ 施工上の留意事項

施工中および施工後の気温が５℃以下となる恐れがある場合は、施工を中止するか、
保温、採暖等により凍結防止措置を必ず講じてください。

高温時の施工では、モルタル温度が上昇し、可使時間が短くなる場合があります。
施工前の試し練り等により、施工に必要な可使時間を確認してください。

製品は、所定の使用期限内でご使用願います。製品の使用期限は、それぞれの施工
要領書をご確認ください。

現場で、弊社指定材料以外の材料（砂、セメント等）の追加混合は避けてください。

一旦開封した製品は、即日中に使い切ってください。

ご使用後の器具類は、直ちに水洗いしてください。

取扱いの際は、必ず保護メガネ、防護マスク、ゴム手袋等の保護具を着用し、目や
皮膚への付着、口からの吸引を防止してください。

使用済み製品を廃棄する場合は、内容物・容器を都道府県知事の許可を受けた
専門の産業廃棄物処理業者に処理をご依頼ください。

施工中に発生した排水等は、水質汚濁防止法等の関係法規・条例に基づき廃棄
してください。


